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昨
年
以
上
の
盛
会
に
な
り
ま
す
よ

う
、
皆
さ
ま
か
ら
の
出
展
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
初
日
の
２
日
、
同
会
場
に
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第27号

12
月
２
○水
〜
４
日
○金
、
銀
座
で
白
堊
芸
術
祭

昨
年
、
白
堊
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
（
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
）
の

ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
開
催
し
た
白
堊
芸
術
祭
は
反
響
が
た
い

へ
ん
大
き
か
っ
た
た
め
、今
年
か
ら
在
京
白
堊
会
全
体
の
行
事

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
在
京
白
堊
会
会
員

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
、
ど
ん
な
作
品
で
も
出
展
で
き
ま
す
。

白堊芸術祭2009

作品出展者大募集

昨年の第1回「白堊芸術祭」（銀座アート・ロベ）

この秋冬もクラブ活動などが盛りだくさん
●11月7日□土「笠間日動美術館見学」
（場所：笠間市「白堊芸術鑑賞クラブ（ル・サロン・ブラン）」1面）

●11月13日□金「在京白堊会ゴルフ大会」
（場所：茨城県阿見町「阿見ゴルフクラブ」４面）

●11月28日□土「小田原城総構（ ）見学」
（場所：小田原市「中世城郭探訪の集い」2面）

●12月2日□水～4日□金「白堊芸術祭」
（場所：銀座 ※12月2日「宮澤賢治朗読会」15:00 17:00 1面）

※ご質問、ご不明な点は事務局（03-3431-5860）までお問い合わせ下さい。

日
本
で
も
指
折
り
の
展
示
品
の
質

と
量
で
知
ら
れ
る
笠
間
日
動
美
術
館

（
笠
間
市
）
を
見
学
し
ま
す
。

●
開
催
期
間

11
月
７
日
(土)

●
集
合
　
07：

50
上
野
駅
中
央
改
札

口
付
近
（
改
札
口
内
）

●
行
程

上
野
駅
発
08：

19（
常
磐
線

友
部
駅
乗
換
）笠
間
駅
着
10：

30
。

解
散
15
時
頃
の
予
定

●
見
学
先
　
笠
間
日
動
美
術
館
の
ほ

か
、
時
間
が
あ
れ
ば
、
笠
間
稲
荷
、

笠
間
焼
き
窯
元
、笠
間
城

●
申
込
　
11
月
５
日
(木)
ま
で
に
在
京

白
堊
会
事
務
局
へ
。

●
解
説

三
浦
千
波
画
伯（
Ｓ
50
年

卒
）が
案
内
を
し
な
が
ら
、展
示
作

品
の
解
説
を
し
ま
す
。

●
参
加
資
格
　
在
京
白
堊
会
非
会

員
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
年
会
費
　
在
京
白
堊
会
年
会
費

未
納
の
方
は
、
当
日
、
納
付
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
そ
の
他
　
笠
間
駅
に
直
接
集
合
さ

れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合

は
申
込
み
時
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

（
笠
間
駅
集
合
場
所
　
改
札
口
付
近
）

65
歳
以
上
の
方
は
、免
許
証
等
、年
齢
を

証
明
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
下
さ
い
。

参加者募集

「
笠
間
日
動
美
術
館
」
見
学
の
御
案
内

第
4
回
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン

│
平
成
21
年
11
月
7
日（
土
）│

お
い
て
、
40
年
卒
野
口
田
鶴
子
さ

ん
の
「
宮
沢
賢
治
の
世
界
」
の
朗
読

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

〈
作
品
募
集
要
領
〉

●
開
催
期
間

12
月
２
日
(水)
〜
４
日

(金)
、11：

00
〜
18：

00（
最
終
日
は

17：

00
ま
で
）

〈
朗
読
会
〉〉
２
日
(水)
、
15
時
及
び
17

時
か
ら
各
回

30
分
（
全
て

立
席
で
椅
子

席
は
あ
り
ま

せ
ん
）

●
会
場
　
画
廊
ア
ー
ト
・
ロ
ベ
（
〒

１
０
４--

０
０

６
１
中
央
区
銀

座
１--

５--

１

第
３
太
陽
ビ
ル

５
階
　
電
話
０

３--

３
５
６
４--

３
２
５
３
）

●
募
集
作
品

ジ
ャ
ン
ル
を

問
わ
ず（
歌
、
句
等
は
色
紙
等
に

書
い
て
、
掲
示
で
き
る
体
裁
に
て

出
展
。
不
明
な
点
は
在
京
白
堊

会
事
務
局
に
お
問
合
せ
下
さ
い
）

●
出
展
点
数

一
人
一
点

●
出
展
資
格
　
在
京
白
堊
会
員

●
出
展
申
込

次
の
事
項
を
明
記

（
様
式
自
由
）し
て
11
月
20
日
(金)

ま
で
に
在
京
白
堊
会
事
務
局
へ
。

①
氏
名
②
卒
業
年
次
③
連
絡
先

住
所
及
び
電
話
番
号
④
出
展
す

る
ジ
ャ
ン
ル
⑤
タ
イ
ト
ル
⑥
寸

法（
絵
画
の
場
合
は
号
数
）

●
出
展
料

無
料（
但
し
、作
品
の
搬

出
入
及
び
展
示
額
等
、展
示
に
係
る

費
用
は
全
て
出
展
者
の
負
担
）

●
搬
出
入

12
月
１
日
(火)
11：

00
〜

15：

00
の
間
に
会
場
へ
搬
入
ま
た
は

託
送
し
、５
日
(土)
11：

00
〜
15：

00

の
間
に
搬
出
。（
時
間
厳
守
）

野口田鶴子さん

写真は一昨年の大川美術館見学

〈
お
願
い
〉
撮
影
の
許
諾
に
つ
い
て

出
展
作
品
を
撮
影
し
、
在
京
白
堊
会
報

来
春
号
に
作
品
写
真
を
掲
載
す
る
こ
と
を

了
解
さ
れ
た
上
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

銀
座
通
り

並
木
通
り

●プランタン

ギャラリー
アート・ロベ

三菱銀行
●UFJ Bank

コージー
コーナー●

ホテル  ●
西洋 銀座

●プランタン

松屋●

Bvlgari●
伊東屋●

●Cartier

●Chanel
↑
銀
座

　
４
丁
目

京
橋
↓

京
橋
↓

←

※事務局は今年7月から上記に移転しました。

そう
がまえ



天
正
18
年
（
１
５
９
０
）、
北
条

氏
が
20
万
余
の
秀
吉
の
軍
勢
を
迎

え
撃
っ
た
時
、
当
時
の
小
田
原
城

は
日
本
最
大
の
城
郭
で
あ
り
、
全

長
12
キ
ロ
に
も
及
ぶ
総
構

そ
う
が
ま
え

（
壕
と

土
塁
等
で
城
域
全
体
を
防
御
す
る

施
設
）
で
城
下
町
を
も
取
り
囲
ん

で
い
た
。
北
条
氏
は
そ
の
堅
固
な

守
り
で
籠
城
し
続
け
、秀
吉
勢
が
退
散

す
る
の
を
待
つ
つ
も
り
だ
っ
た
が
、そ

れ
を
見
越
し
た
秀
吉
の
前
に
あ
え

な
く
瓦
解
し
た
。

現
在
、
総
構
は
市
街
地
で
は
大

半
が
消
滅
し
て
い
る
が
、
小
田
原

駅
西
側
一
帯
の
小
高
い
辺
り
に
は

国
内
屈
指
の
巨
大
な
空
壕
と
し
て

残
っ
て
い
る
。壮
大
な
総
構
の
遺
構
を

辿
る
こ
と
で
、関
東
全
域
を
支
配
し
て

繁
栄
の
頂
点
に
あ
っ
た
時
に
滅
亡

し
た
北
条
氏
の
栄
華
を
偲
ぶ
。

○
期

日

11
月
28
日
（土）

（
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
）

○
集
合
場
所
及
び
集
合
時
刻

07：

45
東
京
駅
東
海
道
線
９
番
ホ

ー
ム
有
楽
町
駅
寄
り
の
ホ
ー
ム
端

（
１
号
車
停
止
位
置
付
近
）

○
行

動

東
京
駅
発
08：

03→

小
田
原
駅
着

09：

24
。
15
時
頃
解
散
の
予
定

（
歩
行
距
離

約
７
キ
ロ
）

○
主
な
見
学
場
所

幸
田
口
門
跡
、
早
川
口
二
重
戸
張

跡
、
小
峰
の
大
堀
切
、
御
鐘
台
、

小
田
原
城
（
天
守
閣
、
銅
門
等
）

○
服

装

軽
装
（
歩
き
や
す
い
靴
で
お
出
で

下
さ
い
）

○
申

込

11
月
25
日
（水）
ま
で
に
、
在
京
白
堊

会
事
務
局
へ
。

○
参
加
資
格

在
京
白
堊
会
非
会
員
の
参
加
も
可

能
で
す
。

○
年
会
費

在
京
白
堊
会
年
会
費
未
納
の
方

は
、
当
日
、
納
付
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

○
そ
の
他

・
軽
い
昼
食
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

・
小
田
原
駅
に
直
接
集
合
さ
れ
て
も

構
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
は
申

込
み
時
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

（
小
田
原
駅
集
合
場
所

東
西
自
由

通
路
内
の
観
光
案
内
所
前
）

・
解
散
後
、
有
志
に
よ
る
懇
親
会
を

実
施
し
ま
す
。

（２） 在京白堊会報 2009年10月（第27号）

御鐘台から望む小田原市街（目の前の森は中世小田原城の空壕・土塁の跡）

鷲城内にて桜吹雪にみとれる

参加者募集

「
小
田
原
城
総
構

そ
う
が
ま
え

」
見
学
の
御
案
内

第
7
回
中
世
城
郭
探
訪

│
平
成
21
年
11
月
28
日(

土)

│

〈「
中
世
城
郭
探
訪
の
集
い
」
活
動
報
告
〉

○
平
成
21
年
４
月
11
日
（
土
）

「
祇
園
城
・
鷲
城
見
学
」

４
月
11
日
（土）
、
小
山
市
に
あ
る

祇
園
城
と
鷲
城
の
見
学
会
を
実
施
し

た
。
小
山
市
中
心
部
は
、
戦
国
時
代

の
祇
園
城
か
ら
発
達
し
、
江
戸
時
代

に
は
宿
場
町
・
思
川

お
も
い
が
わ

に
よ
る
舟
運
の

基
点
と
し
て
繁
栄
し
た
。

小
山
駅
集
合
後
、
駅
前
に
あ
る
戊

辰
戦
争
時
に
受
け
た
弾
痕
の
残
る
菩

薩
像
、
明
治
天
皇
行
幸
所
跡
を
見
て

か
ら
、
の
ど
か
な
思
川
沿
い
に
鷲
城

に
向
か
っ
た
。
鷲
城
は
、
南
北
朝
抗

争
期
に
小
山
氏
が
鎌
倉
公
方
と
の
戦

い
に
籠
城
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
城

で
あ
り
、
現
在
も
残
る
深
さ
十
米
近

い
空
壕
は
、
そ
の
堅
固
さ
を
如
実
に

表
し
て
い
た
。

鷲
城
見
学
の
後
、
藤
原
秀
郷
勧
進

の
須
賀
神
社
を
参
拝
し
て
か
ら
、
祇

園
城
に
向
か
っ
た
。
城
内
の
一
部
で

あ
る
小
山
市
役
所
敷
地
内
に
は
小
山

評
定
の
碑
が
あ
る
。
小
山
評
定
は
関

が
原
の
戦
い
に
至
る
過
程
で
重
要
な

エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

上
杉
景
勝
と
の
対
決
の
た
め
に
北

上
し
て
い
た
家
康
が
祇
園
城
に
着
い

た
と
き
、
石
田
三
成
蜂
起
の
知
ら
せ

が
入
っ
た
。こ
こ
で
の
評
定
の
結
果
、

家
康
は
豊
臣
大
名
の
与
力
を
確
信
し

て
反
転
し
、江
戸
城
に
戻
っ
て
関
ヶ
原

の
戦
い
へ
と
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
故
事
に
由
来
し
て
、こ
こ
に
小
山

御
殿
が
築
か
れ
、
将
軍
の
日
光
参
詣

の
折
に
宿
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

祇
園
城
は
、
現
在
は
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
お
り
、
折
か
ら
の
花
見

の
季
節
と
重
な
っ
て
園
内
は
市
民
で

満
ち
溢
れ
て
い
た
。
今
回
の
見
学
は

春
真
っ
盛
り
の
な
か
で
の
散
策
で
、

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
道

を
通
り
、
時
折
風
に
舞
う
桜
吹
雪
に

見
と
れ
る
こ
と
が
何
度
か
あ
っ
て
、

素
晴
ら
し
い
一
日
と
な
っ
た
。

鷲城空壕（からぼり）内を歩く

春真っ盛りでの散策を楽しむ



（３） 在京白堊会報　2007年10月（第27号）

第
２
回
在
京
白
堊
会「
歌
の
祭
り
」

が
８
月
５
日
(水)
12
時
か
ら
昨
年
と

同
様
に
品
川
区
中
延
の
洋
風
居
酒
屋

ボ
ナ
ペ
テ
ィ
を
借
り
切
っ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
会
報
に
予
告
記
事
を
掲

載
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

22
年
卒
か
ら
54
年
卒
ま
で
参
加
年
次

が
広
が
り
、
前
年
比
８
名
増
の
24
名

が
参
加
し
、
盛
会
で
し
た
。

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
の
合
唱
や
独
唱
を

楽
し
み
、
そ
し
て
健
康
増
進
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が

目
的
の
会
で
あ
り
、
昼
食
を
と
り
な

が
ら
の
自
己
紹
介
、
近
況
報
告
を
皮

切
り
に
、
昭
和
54
年
卒
石
原
真
さ
ん

（
東
京
芸
大
作
曲
科
卒
）
が
一
高
在

学
中
に
ご
自
身
で
編
曲
し
た
校
歌
を

混
声
四
部
合
唱
で
指
導
し
、
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
手
始
め
に
、

「
は
る
か
な
友
に
」
や
啄
木
の
短
歌

「
や
わ
ら
か
に
」、「
不
来
方
の
」（
い

ず
れ
も
高
田
三
郎
作
曲
）
の
合
唱
へ

進
み
、
独
唱
で
は
、
10
名
を
超
す
発

表
者
が
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
曲
や
オ

ペ
ラ
の
ア
リ
ア
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
数
々
を
各
人
３
曲
ず

つ
披
露
し
、
楽
し
み
ま
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

盛
岡
一
高
で
も
教
鞭
を
と
っ
た

佐
々
木
七
恵
さん
の「
お
別
れ
会
」

１
９
８
４
年
ロ
ス
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本

代
表
の
永
田
（
旧
姓
・
佐
々
木
）七
恵
さ
ん
が
６

月
27
日
亡
く
な
ら
れ
（
享
年
54
歳
）、
そ
の
「
お

別
れ
会
」
が
９
月
８
日
、
港
区
芝
公
園
の
メ
ル

パ
ル
ク
東
京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
船
渡
市
出

身
で
、
盛
岡
一
高
教
諭
を
経
て
国
際
舞
台
で
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

（
32
年
卒
・
外
山
浩
子
）

第
５
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
が

６
月
27
日
（土）
、銀
座
の「SU

N
-m
i

（
サ
ン
ミ
）高
松
」に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
幹
事
は
昭
和
32
年
度
卒
業

生
。出
席
者
は
38
名
で
し
た
。そ
の
う

ち
11
人
が
幹
事
年
度
の
方
。
盛
岡
か

ら
は
講
師
の
平
賀
圭
子
さ
ん
と
も
う

活動報告

講
演
と
料
理
で
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時

第
５
回
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

│
平
成
21
年
6
月
27
日(

土)

│

活動報告

ピ
アノ
伴
奏
で
合
唱
や
独
唱
を
楽
し
む

第
2
回
「
歌
の
祭
り
」
│
平
成
21
年
8
月
5
日
（
水
）
│

お
一
人

が
参
加

さ
れ
ま

し
た
。

司
会

は
塚
田
縫
子
さ
ん
で
、「
も
り
お
か

女
性
セ
ン
タ
ー
理
事
長
」
平
賀
圭
子

さ
ん
の
「
日
本
の
女
性
の

現
状
と
課
題
」
と
い
う
演

題
で
始
ま
っ
た
講
演
は
、

「
女
性
で
あ
る
と
い
う
だ
け

で
の
不
平
等
な
扱
い
の
時

代
・
女
性
の
能
力
の
活

用
・
介
護
問
題
」
等
。
持

ち
時
間
の
50
分
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う

ほ
ど
、
興
味
深
く
共
感
に

溢
れ
た
も
の
で
し
た
。

講
演
終
了
後
、
集
合
写

真
を
撮
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

会
場
は
、
幹
事
年
度
の

方
々
が
毎
年
集
っ
て
い
る

場
所
と
の
こ
と
で
、「
マ
グ

ロ
の
タ
ル
タ
ル
風
」
で
始

ま
っ
た
お
料
理
は
大
変
お

い
し
い
も
の
で
し
た
。

来
年
は
、
昭
和
33
年
度

の
皆
様
が
幹
事
と
な
っ
て
、

６
月
26
日
（土）
に
、
今
年
と

同
じ
会
場
で
開
催
の
予
定

で
す
。

講演中の
平賀圭子さん

な
か
で
も
、
今
回
最
高
齢
の
昭
和

22
年
卒
坂
田
純
治
さ
ん
の
シ
ャ
ン
ソ

ン
「
ロ
マ
ン
ス
」
に
は
、
さ
す
が
に

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
長
年
研
鑽
さ
れ
た
だ

け
に
、
声
の
良
さ
と
表
現
に
皆
が
感

動
し
ま
し
た
。

正
午
か
ら
５
時
ま
で
の
５
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
来
年
の
再

会
を
約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

今
回
の
会
費
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

方
６，
０
０
０
円
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
の
方
５，
０
０
０
円
で
し
た
。

な
お
、「
歌
の
祭
り
」
が
ク
ラ
ブ

活
動
の
一
つ
と
し
て
正
式
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
来
年
も
同
じ
所
で
開
催

の
予
定
で
す
の
で
、
歌
の
好
き
な
方

の
ご
参
加
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
〉

早
坂
光
平TEL/FA

X.03-3932-2725

〒175-0082

東
京
都
板
橋
区
高
島
平

8-27-11-207

ピアノ伴奏で歌を楽しむ「歌の祭り」

「お別れ会」で配られた
クオ・カードには、83
年の東京国際女子マラ
ソン優勝の写真が。
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会
費
未
納
の
方
は
、
同
封
の
振
替
用

紙
で
年
会
費
二，
○
○
○
円
を
お
振
込

み
願
い
ま
す
。

な
お
、
振
込
み
は
窓
口
で
な
く
、
極

力
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お 願 い

〈
開
催
要
領
〉

●
期
日

平
成
21
年
11
月
13
日
（金）

●
会
場

阿
見
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
大
字
上

条
１
７
６
０--

１
電
話
０
２
９--

８
８
９--

３
６
３
６

●
ス
タ
ー
ト

Ｏ
Ｕ
Ｔ
・Ｉ
Ｎ
と
も

08：

37
か
ら
各
６
組
（
募
集
締

切
後
、
参
加
者
に
組
合
せ
・
ス

タ
ー
ト
順
等
を
郵
送
）

●
集
合
時
間

08：

00（
時
間
厳
守
）

●
募
集
定
員

48
名

在
京
白
堊
会
の
秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
会
を

重
ね
る
ご
と
に
盛
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
参
加
、
年
次
で
の
チ

ー
ム
参
加
の
い
ず
れ
で
も
大
歓
迎
で
す
。奮
っ
て
御
申
込
み
下
さ
い
。

白堊五行歌会

色
づ
き
始
め
た

木
の
葉
を
た
た
く

秋
雨
を

楽
し
み
な
が
ら

仕
事
場
に
急
ぐ

だ
い
て
ん
ち
（
36
年
卒
）

両
手
を
そ
ろ
え
て

カ
ー
ド
を
渡
す

国
会
図
書
館
員

ハ
ッ
と
し
て
わ
た
し
も

両
手
で
受
け
取
る

八
十
若
（
22
年
卒
）

叩
か
れ
て

叩
か
れ
て

強
靭
く
な
る

こ
れ
が
南
部
の
男
の

鉄
学
だ山

田
武
秋
（
42
年
卒
）

凡
人
は

悩
み
事
が
絶
え
な
い

達
人
は

悩
み
を
包
み
こ
み

良
き
友
と
す
る

伊
奈

裕
（
38
年
卒
）

白堊五行歌会は、毎月第1金曜日午後6時30
分から秋葉原で歌会を行っています。参加をご
希望の方は03-3269-3420（42年卒・白堊五行
歌会代表・山田）までお気軽にご連絡ください。
メールsakuraco@leaf.ocn.ne.jp可。

※2009年4月～10月までの作品から抜粋。作者名はペンネームもあります。

●
参
加
資
格

在
京
白
堊
会
員

●
会
費

５，
０
０
０
円
（
懇
親

会
飲
料
代
、
賞
品
代
ほ
か
）

●
プ
レ
ー
費

１
５，
８
０
０
円

各
自
で
精
算
（
昼
食
代
及
び
懇

親
会
オ
ー
ド
ブ
ル
代
を
含
む
）

●
プ
レ
ー

18
ホ
ー
ル
ズ
・
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
ー
。
ハ
ン
デ
ィ
は
ダ
ブ

ル
ペ
リ
ア
方
式
で
算
出
。
同
ネ
ッ

ト
は
卒
業
年
次
上
位
。

●
対
抗
戦

卒
業
年
次
別
対
抗
戦
と

し
て
行
う
。
１
チ
ー
ム
４
名
の
上

位
３
名
の
合
計
ス
コ
ア
で
順
位
決

定
。（
な
お
、
対
抗
戦
は
３
名
以

上
参
加
の
年
次
の
み
ノ
ミ
ネ
ー
ト

可
。
２
名
以
下
で
参
加
の
年
次
は

個
人
戦
の
み
の
参
加
と
す
る
）

●
表
彰

年
次
対
抗
戦
団
体
優
勝
、

個
人
戦
優
勝
ほ
か
賞
品
多
数
。

●
申
込
み

個
人
、
チ
ー
ム
自
由
。

但
し
、
卒
業
年
次
単
位
一
チ
ー

ム
４
名
の
一
括
申
込
み
を
歓
迎
。

次
の
事
項
を
明
記
（
様
式
自
由
）

し
て
11
月
４
日
(水)
ま
で
に
在
京

白
堊
会
事
務
局
へ
。

①
氏
名

②
卒
業
年
次

③
連

絡
先
住
所
及
び
電
話
番
号

④

チ
ー
ム
の
場
合
は
代
表
者
氏
名

参加者募集

第
7
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
21
年
11
月
13
日
○金
開
催

⑤
送
迎
バ
ス
の
利
用
の
有
無
。

（
先
着
順
に
受
付
け
、
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

●
送
迎
バ
ス

東
京
駅
会
場
間
の
往

復
送
迎
バ
ス
（
有
料

往
復
３
千

円
、
片
道
１，
５
０
０
円
）

集
合
06：

15
東
京
駅
八
重
洲
口

第
二
鉄
鋼
ビ
ル
前
（
時
間
厳
守
）

東
京
駅
発
06：

30

●
年
会
費

在
京
白
堊
会
年
会
費

未
納
の
方
は
、
当
日
、
納
付
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

つ

よ

昨年の参加者

遊座昭吾先生最終講義での校歌、エール交歓風景（手前が福高側）

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

編
集
後
記

一
高
・
福
高
で
エ
ー
ル
交
歓

遊
座
昭
吾
先
生
最
終
講
義

４
月
26
日
、
遊
座
昭
吾
先
生
の
最

終
講
義
「
北
天
の
詩
想
〜
啄
木
・
賢

治
の
ま
な
ざ
し
〜
」
が
盛
岡
一
高
、

福
岡
高
校
等
、
先
生
の
教
え
子
の
共

催
で
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
192
名
の
出
席
者
の
う
ち
100
名

が
一
高
、
77
名
が
福
高
Ｏ
Ｂ
で
、
講

義
の
あ
と
の
懇
親
会
で
は
両
校
に
よ

る
校
歌
と
エ
ー
ル
交
歓
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
こ
ん
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
は

初
め
て
！
」
と
、
福
高
は
じ
め
参
加

者
一
同
、
大
感
激
の
一
日
で
し
た
。

今
夏
は
高
校
野
球
の
話
題
一
色
で
し
た
。

母
校
盛
岡
一
高
が
夏
の
高
校
野
球
岩
手
県
大

会
で
16
年
ぶ
り
に
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
か

ら
で
す
。
決
勝
の
相
手
は
春
の
セ
ン
バ
ツ
で

準
優
勝
し
、
メ
ジ
ャ
ー
も
注
目
す
る
あ
の
菊

池
雄
星
投
手
の
花
巻
東
。
２
対
１
と
い
う
惜

敗
で
の
準
優
勝
で
し
た
。

し
か
し
、
現
在
、
盛
岡
一
高
野
球
部
に
は

有
力
な
新
戦
力
が
着
々
と
集
ま
っ
て
お
り

「
実
は
来
年
、
再
来
年
が
さ
ら
に
楽
し
み
」
と

は
、
某
野
球
部
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
弁
で
す
。

ち
な
み
に
今
夏
、
花
巻
東
が
甲
子
園
で
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
右
袖
に
つ
け
て
い
た
「
花
巻
」

の
文
字
は
、
盛
岡
一
高
27
年
卒
の
書
道
家
、

浅
沼
一
道
氏
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
。
監
督
よ

り
依
頼
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
今
年
、

一
高
の
「
右
腕
」
は
早
く
も
甲
子
園
デ
ビ
ュ

ー
（
？
）
し
て
い
た
の
で
す
！
来
年
、
再
来

年
は
チ
ー
ム
が
甲
子
園
に
行
く
番
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
東
京
に
い
な
が
ら
に
し

て
球
場
か
ら
Ｏ
Ｂ
が
携
帯
で
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ

プ
し
て
く
れ
る
速
報
で
、
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
試
合
経
過
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

便
利
な
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ま
す
ま
す
、
野
球
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

今春、関東遠征にやってきた盛岡一高野
球部を約20人の在京白堊会OBが応援。
（写真は3月28日[土]、千葉明徳高校グ
ラウンドで行われた日体大荏原、千葉明徳
戦。関東の強豪相手に互角以上の戦い
で、夏の活躍を予感させる好試合だった）
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第
41
回
在
京
白
堊
会
総
会
は
、
平

成
21
年
５
月
９
日（
土
）、
麹
町
の
東

京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
、
一
昨
年
の
総
会
の

評
判
が
良
か
っ
た
お
陰
で
、
４
月
末

で
２
５
０
名
を
越
す
参
加
希
望
が
あ

り
、会
場
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
鑑
み
、

嬉
し
さ
を
抑
え
、
即
座
に
同
期
の
動

員
を
抑
制
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
当
日
は
、
晴
天
の
下
２
７

７
名
の
皆
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
来
賓
は
、
盛
岡
よ

り
、
千
葉
研
二
盛
岡
一
高
校
長
、
安

達
孝
一
白
堊
同
窓
会
会
長
、
一
戸
秀

光
硬
式
野
球
部
後
援
会
会
長
、
恩
師

の
那
須
光
吉
先
生
、
安
藤
厚
先
生
、

近
江
昭
先
生
。
鏡
開
き
に
用
い
た

「
菊
の
司
」
は
、
同
社
会
長
が
大
先

輩
で
あ
り
、
大
い
に
サ
ー
ビ
ス
し
て

い
た
だ
き
、
当
会
の
日
本
酒
党
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
年
私
ど
も
52
年
卒
は
『
白
堊
の

絆
』を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
に
即
し
て
、
お
宝
資
料
満
載
の

「
舟
越
保
武
・
伊
藤
馨
一
彫
刻
小
品

展
」、
同
窓
生
の
著
作
・
傑
作
等
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
お
愉
し
み
抽
選

会
」、
そ

し
て
33
年

前
の
文
化

祭
出
品
作

の
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー

を
企
画

し
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
笑
い
と
、
お
土
産
を
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
特
筆
す
べ
き
は
、
平
成

卒
の
若
い
参
加
者
が
多
か
っ
た
こ
と

で
す
。

総
会
は
50
代
か
ら
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
若
か
ろ
う
と
、
積
極
的

な
参
加
で
あ
れ
ば
、白
堊
魂
を
通
じ
、

世
代
を
越
え
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
と
断
言
い
た
し
ま
す
。
今
、
53
年

卒
の
皆
さ
ん
へ
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と

が
で
き
、
ほ
っ
と
し
つ
つ
、
思
い
は

す
で
に
次
回
の
総
会
に
あ
り
ま
す
。

皆
様
、
来
年
も
麹
町
に
集
い
、
校

歌
を
高
ら
か
に
謳
お
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！

（
52
年
卒
幹
事
団
一
同
）

2009年総会報告

近年では最多の
277名が集う
第41回総会

5月9日（土）東京グリーンパレス
岩手から千葉校長らも駆けつけて（写真右・挨拶をする白堊同窓会安達会長）

（写真上）お出迎えは52年卒幹事の皆さん。
（写真左）恒例の鏡開き。左から在京白堊
会・馬場信会長、盛岡一高・千葉研二校長、
最高齢出席者S12卒・佐藤吉平さん、在京
白堊会顧問・及川昭吾さん。

盛り上がった「お愉しみ抽選会」。目
玉の伊藤馨一さんのブロ
ンズ彫刻「清しき家」
（円内）をゲットしたの
は42年卒・佐藤克典
さん（写真左）

来年に向け抱負を語る53年卒次期幹事の皆さん。

高らかに校歌蛮唱（写真上）。「白堊應援團30」
管理人星氏も華麗なエールを披露（写真左）

舟越保武氏に師事した52年卒
伊藤馨一さんの「白堊の絆・彫
刻小品展」では、舟越保武氏の
貴重な自筆手紙も公開された。
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S39年卒まで

S40～49年卒

S50年卒以降

S52年卒幹事団
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